


































































































表１　2009 〜 2014 年度尚絅メディアフェスタ












2012年10／13〜14 白石市 白石七色パズル 7
第5回メディアフェスタ
2013年10／12〜13 名取市 見らいんや！名取 7
第6回メディアフェスタ







































































































































































































1 白石の自然 雪ん子　２点 ゼミ生 3 票
2 白石の自然 碧水園　２点 ゼミ生
3 白石の自然 水の精 ゼミ生 6 票
4 白石の自然 山吹の花 ゼミ生 5 票
5 白石の自然 スパッシュランドの芝桜 ゼミ生 19 票
6 白石の伝統文化 こけしドレス ゼミ生 7 票
7 白石の伝統文化 うーめんドレス ゼミ生 6 票
8 白石の現代文化 現代ファッション ゼミ生 3 票
9 白石の現代文化 現代かわいい ゼミ生 3 票








































































































































































































































































































































３）	先導的 IT スペシャリスト育成推進プログラム拠点間教材等洗練事業 PBL 教材洗練 WG（2011）『PBL
（Project	Based	Learning）型授業実施におけるノウハウ集』p.1.
	 http://grace-center.jp/wp-content/uploads/2012/05/pblknowhow20110726.pdf#search='PBL',	2015.3.19.
４）	Krauss,	J.	and	Boss,	S.（2013）.	Thinking	Through	Project-Based	Learning .	Thousand	Oaks,	CA:	Corwin.	p.5.	
５）	鈴木敏恵（2013）『問題解決力と論理思考力が身につくプロジェクト学習の基本と手法』教育出版社、
あれば、同地域における他の高等教育機関との連携PBLという形があってもよいのではない
かと思う。また、通年を使う長期型PBLの他に、半期（１セメスターのみ）で完結させる短
期型のPBLがあってもよい。よって、今後の課題は、１）低予算でも実施可能なPBLを開発
していくこと、２）他大学との連携、３）短期完結型のPBLの開発等があげられる。
５．おわりに
　プロジェクト型学習を導入している大学では、多少なりとも一定の効果を得ているものと思
われる。本論においては、PBLを大学３年生の必修授業の一環として実施した取り組みを紹
介すると共に、それをコミュニケーション教育という観点から評価した。また、PBLは学生
に個人内・対人・集団・組織・異文化コミュニケーションの様々な局面を経験させる上で効果
的であることを論じた。
　教室やキャンパスという限られた空間を飛び出して、地方行政や地域住民と対話しながら進
めたPBLは、学生にとっては異なる組織の異世代・異年齢の人々とコミュニケーションを図
る場となり、それまでの個人内コミュニケーションを見直し、新たな対人コミュニケーション
を構築する機会ともなった。また、学生にとっても、指導する側の教員にとっても、組織を超
えたコミュニケーションの難しさを経験する機会ともなった。地方行政や市民にとっては、異
なるモノの見方や考え方、あるいは学生が発信する新しい文化表現様式を受け入れる一種の異
文化コミュニケーションの場としても機能していた。
　大学の学びにおいては、知識や技能の修得の他に、考える力、問題解決力、新しいアイディ
アを生み出す発想力や創造力が求められる。そうした能力は卒業後に社会人として活躍する上
で必要であり、PBLはその準備の意味でも学生の成長を促すものである。こうした取り組み
を何らかの形で授業に取り入れることにより、学生のコミュニケーション力、社会連携力、課
題探求力、組織運営力、企画提案力、自己表現力、自己認識力等を高めてくれるものと思われ
る。
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pp.18-19.（原文は「ですます調」で書かれているが、本論では「である調」に統一して表記。）
６）	山田和人同志社大学PBL推進支援センター長「PBLの教育的意義・効果とPBL授業の仕方の基本」、2013
年度10月 19日尚絅学院大学FD・SD研修会講演資料より。
７）	2014年度のメディアフェスタに関しては、メディアフェスタ実施６回目にして初めて学科として『2014年
度尚絅メディアフェスタ報告書』を発行したため、本ゼミの取り組みの説明はその報告書に詳しく掲載し
ている。よって、本論では2013年度までの取り組みについて言及する。
８）	宮原哲は、異文化＝外国と考えられるが、国内でも異文化が体験できるとしている。宮原哲（2009）『〈新版〉
入門コミュニケーション論』松柏社　pp.222-223.
９）	池田理知子編著（2010）『よくわかる異文化コミュニケーション』ミネルヴァ書房　p.100.
10）	池田理知子（2010）「第１章：空間、時間、異文化コミュニケーション」、伊佐雅子監修（2010）『多文化社
会と異文化コミュニケーション』三修社、p.16.
11）	同補助金は、申請当時はあったが平成21年度よりこの項目は廃止となっている。
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